








要約:生後 1～2ヵ月から 4ヵ月ごろまでに発症する湿疹の多くは一過性で乳児脂漏性皮膚

炎とよばれることが多いが、乳児期のアトピー性皮膚炎だとする人もあり、一定しない。

乳児期における湿疹がアトピー性皮膚炎かどうかを診断することはなかなか難しい。また

その診断基準もはっきりと定まっているわけではないのが現状である。今回我々は同じ乳

児を4ヵ月時と11ヵ月時の2回観察することにより乳児期の湿疹の分布とその推移を調べ

た。4ヵ月時には湿疹は頭部・顔面に多く上胸部にもおよんでいるものもみられた。11 ヵ

月時には頭部・顔面の湿疹は減少し、上胸部・上背部・体幹前面に多くなり、膝窩・足関

節・肘窩などにもみられ、4ヵ月時とは明らかに湿疹の分布が異なっていた。4ヵ月時にア

トピー性皮膚炎と診断した乳児107名のうち11ヵ月時にもアトピー性皮膚炎と診断された

ものは 34 名であった。一方、11 ヵ月時にアトピー性皮膚炎と診断された乳児 56名のうち

22 名は 4ヵ月時にはアトピー性皮膚炎とは診断されていなかった。乳児期においてもかな

りダイナミックに湿疹が変動することが分かった。 


